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まちの財政事情と

いまこそ
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と き
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今、市政の基盤である、財政をとりまく環境は七尾市のみなら
ず、全国の自治体も同じように厳しい見通しであり、もはや従来
のような予算編成や自治体運営では立ち行かなくなることは目に
見えています。
そんな中、私が石川県から七尾市へ派遣されたわけですが、そ
れは七尾市の財政を健全化することが目的です。
財政の健全化という言葉を耳にして、深刻で難しい話しだと考
える方もおられますが、簡単に言えば、市に入ってくるお金と使
われるお金のバランスをいかに安定させるかということです。
これまで、行政のスリム化を目的として市役所職員の数を減ら
したり、さまざまなムダを無くしたりするなど、使われるお金の
徹底した効率化を図ってきました。
さらに、将来どのような社会環境になろうとも、決してゆらぐ
ことのないしっかりとした財政基盤を確立させるためには、市民
のみなさんが自らできることは、自らにしていただくといった、
協働による自治体運営を発展させることが必要だと考えています。
市民のみなさんには、自分たちが暮らしているまちが
おかれている状況を他人事として片づけてしまうことな
く、将来を見据えて、どうあるべきなのかということを
真剣に考えていただきたいと思います。

プロフィール

平成18年８月七尾市参事に着任　
かほく市在住
石川県地方課課長補佐、交流政策課
参事兼課長補佐などを歴任
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平成17年度決算で見る
【使ったお金のランキング】
総額347億48万6千円

（市民１人あたり　55万8千円）

普通建設事業費
「道路や施設などの新増設に使ったお金」

74億2,493万8千円
（市民１人あたり　11万9千円）

人件費
「職員や議会議員などに支払われたお金」

59億5,245万5千円
（市民１人あたり　9万6千円）

公債費
「借金を返済した額」

54億77万円
（市民１人あたり　8万7千円）

補助費等
「イベントや団体活動の支援に使われたお金」

52億8,121万6千円
（市民１人あたり　8万5千円）

扶助費
「市民の生活支援に使ったお金」

34億1,944万7千円
（市民１人あたり　5万5千円）

繰出金
「特別会計の資金運用に使われたお金」

33億7,268万7千円
（市民１人あたり　5万4千円）

物件費
「電気料や消耗品などの購入に使われたお金」

30億2,504万円
（市民１人あたり　4万9千円）

維持補修費
「道路や施設などの維持管理に使われたお金」

3億124万1千円
（市民１人あたり　5千円）

災害復旧事業費
「災害でこわれた道路などを直すために使われたお金」

2億6,026万6千円
（市民１人あたり　4千円）

積立金
「将来に備えて積み立てたお金」

2億5,290万4千円
（市民１人あたり　4千円）

ランク外　出資金や貸付金など
952万2千円

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

平成17年度決算で見る
【入ってきたお金のランキング】
総額351億6,273万5千円

（市民１人あたり　56万6千円）

地方交付税
「国から支援されたお金」

103億8,347万4千円
（市民１人あたり　16万7千円）

市税
「納めていただいた税金」

88億3,800万3千円
（市民１人あたり　14万2千円）

市債
「新たな借金」

44億9,840万円
（市民１人あたり　7万2千円）

国庫支出金
「国から支払われるお金」

36億1,982万円
（市民１人あたり　5万8千円）

県支出金
「県から支払われるお金」

19億3,313万3千円
（市民１人あたり　3万1千円）

諸収入
「延滞金や雑入」

13億6,580万1千円
（市民１人あたり　2万2千円）

繰入金
「市の貯えを取り崩したお金」

11億6,402万7千円
（市民１人あたり　1万9千円）

使用料および手数料
「施設の利用者や各種証明を得た方から受け取ったお金」

8億5,185万9千円
（市民１人あたり　1万4千円）

地方消費税交付金
「県から支払われるお金」

6億5,659万1千円
（市民１人あたり　1万1千円）

地方譲与税
「国から渡されるお金」

6億2,787万5千円
（市民１人あたり　1万円）

ランク外　分担金、負担金など　
12億2,375万2千円
（市民１人あたり　2万円）
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※市民１人あたりの額は平成18年３月31日現在の住民登録総人口62,183人で計算しています。




